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令
和
５
年
第
２
回
厚
沢
部
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
町

政
執
行
へ
の
私
の
所
信
を
申
し
上

げ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
５
月
９
日
、
統
一

地
方
選
挙
後
初
の
第
２
回
町
議
会

臨
時
会
の
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
で

「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実

感
で
き
る
町
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
住
み
よ
い
厚
沢
部
町
を

築
く
た
め
の
基
本
理
念
を
申
し
上

げ
ま
し
た
。
本
日
、町
長
就
任
後
、

初
の
町
議
会
定
例
会
を
迎
え
て
、

豊
か
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
て
、
町
長
と

し
て
の
職
責
を
果
た
し
て
い
く
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

法
上
の
位
置
付
け
が
、
５
月
８
日

に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
「
５
類
」
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
外
出
自

粛
要
請
な
ど
の
措
置
は
と
ら
れ
な

く
な
り
、
感
染
対
策
は
個
人
や
企

業
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
１
月

に
国
内
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
３
年
以
上
の
間
、
コ
ロ
ナ

禍
で
制
限
さ
れ
て
き
た
社
会
・
経

済
活
動
は
正
常
化
に
向
け
、
大
き

く
動
き
出
し
ま
し
た
。
国
内
の
個

人
消
費
の
増
加
や
企
業
の
生
産
活

動
の
再
開
で
、
日
本
の
落
ち
込
ん

だ
経
済
活
動
が
大
き
く
跳
ね
上
が

る
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
物
価
高
対
策
と
し
て

自
治
体
に
配
分
す
る
「
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
に
つ
い
て
大
幅
に

見
直
す
方
向
で
検
討
に
入
り
ま
し

た
。「
５
類
」に
移
行
し
た
こ
と
で

社
会
・
経
済
活
動
が
大
幅
に
改
善

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の

の
、
地
方
経
済
は
コ
ロ
ナ
の
打
撃

か
ら
は
完
全
に
回
復
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
状
況
で
あ
り
、
一
方

的
な
削
減
は
行
わ
な
い
よ
う
、
強

く
関
係
機
関
と
連
携
し
国
に
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

　

今
、
我
国
で
は
、
国
難
と
も
言

う
べ
き
「
人
口
減
少
」
が
深
刻
さ

を
増
し
、
北
海
道
で
も
人
口
が
２

０
１
５
年
か
ら
の
30
年
間
で
25.6
パ

ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
２
０
４
５
年

に
は
約
４
０
０
万
人
と
な
る
見
込

と
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
人
口

減
少
問
題
は
、
町
の
将
来
を
左
右

し
か
ね
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
の
人
口
動
向
を

的
確
に
把
握
し
、
厚
沢
部
町
な
ら

で
は
の
道
筋
を
し
っ
か
り
立
て
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

郷
土
「
厚
沢
部
町
」
は
、
豊
か

な
農
産
物
、
美
し
い
自
然
、
多
才

な
人
材
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
高
い

潜
在
能
力
を
有
す
る
町
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
す
ば
ら
し

い
資
源
を
有
機
的
に
結
合
し
、
活

力
に
満
ち
た
厚
沢
部
町
を
築
い
て

参
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
子
育
て
世
代
が

住
み
た
い
と
思
う
町
づ
く
り
、
足

腰
の
し
っ
か
り
と
し
た
産
業
基
盤

の
構
築
、
さ
ら
に
住
民
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、
日
々
英
知
を

傾
け
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
以

下
の
課
題
解
決
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

  
町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

『
英
知
を
傾
け
、
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
課
題
解
決

　
　
に
全
力
で
取
り
組
む
』

　
令
和
５
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
、
６
月
13
日
か
ら

２
日
間
開
か
れ
、
佐
藤
町
長
は
令
和
５
年
度
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
町
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

（
町
Ｈ
Ｐ
で
全
文
公
開
）

１
．
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策
へ
の
対
応

（２）
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
対
策

（３）
交
通
弱
者
へ
の
対
策

（１）
少
子
化
対
策
の
推
進

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
は
、
社

会
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
か
ら
、
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
小
中
学
校

の
給
食
費
の
無
料
化
、
認
定
こ
ど

も
園
の
完
全
無
償
化
、
道
立
江
差

高
等
学
校
へ
の
通
学
費
の
助
成
を

実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
公
営
塾
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
運
営
を
し

て
参
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
有
名
と
な
っ
た
保

育
園
留
学
に
つ
い
て
は
、
本
格
的

に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。
町
内
で

移
住
体
験
を
希
望
す
る
子
育
て
世

帯
が
認
定
こ
ど
も
園
を
一
時
利
用

し
、
保
護
者
は
、
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
住
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
を
す

る
と
い
う
保
育
園
留
学
は
、
大
変

な
人
気
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
は
、
受
け
入
れ
体
制
拡
充
の

た
め
住
宅
２
棟
を
整
備
す
る
予
定

で
、
子
育
て
世
代
の
交
流
人
口
の

さ
ら
な
る
増
、
そ
し
て
、
最
終
的

に
は
移
住
・
定
住
に
繋
が
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
の
総
人
口
に
占
め

る
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
40
％

を
超
え
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
本
町
で
も
ひ
と
り
暮
ら
し

の
老
人
世
帯
や
老
人
夫
婦
世
帯
が

増
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
在
宅
福
祉
に
重
点
を

置
き
、
各
地
域
で
の
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
の
実
施
や
社
会
福
祉
協

議
会
の
運
営
を
支
援
す
る
な
ど
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
り
な
が
ら
、
町
単
独
の
高
齢

者
生
活
支
援
事
業
を
継
続
し
、
安

心
な
暮
ら
し
を
支
え
て
参
り
ま

す
。
さ
ら
に
高
齢
者
が
元
気
で
意

欲
を
も
っ
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

生
涯
学
習
の
推
進
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
な
ど
交
流
の
場
を
提
供

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
自

分
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
医
療
・
福
祉
両
面
か
ら

障
害
者
福
祉
対
策
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
や
町
が
提
供
し
て
い

る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
通

勤
、
通
学
、
通
院
及
び
買
物
等
、

町
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
高
齢
化
に
よ
る
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
や
人
口
減
少
等
に
伴

い
、
身
近
な
移
動
手
段
と
し
て
の

新
た
な
交
通
体
系
の
確
立
が
必
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
町
地
域
公
共

交
通
計
画
に
基
づ
い
て
、
町
民
の

移
動
手
段
と
な
る
公
共
交
通
の
利

便
性
・
効
率
性
の
向
上
を
図
り
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。（４）

定
住
促
進
の
対
策

　

持
家
建
設
奨
励
金
や
誕
生
祝
金

の
拡
充
、
さ
ら
に
は
現
在
計
画
さ

れ
て
い
る
道
営
住
宅
の
早
期
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
保
育
園

留
学
の
拡
充
を
図
り
、
移
住
・
定

住
に
結
び
付
け
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
公
営
住
宅
も
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
、
計
画
的
な
公
営
住
宅

の
供
給
目
標
を
定
め
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

２
．
力
強
い
農
業
・
林
業
・
商
工
業
を
築
く
た
め
の
対
策

（１）
農
業
に
つ
い
て

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
等
の
影

響
を
受
け
、
燃
料
価
格
や
農
業
資

材
価
格
の
高
騰
が
、
農
家
経
営
を

圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。
肥
料
価
格

の
高
騰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
繰
越

明
許
費
と
し
て
肥
料
代
の
助
成
を

予
算
措
置
し
て
お
り
、
国
事
業
へ

の
上
乗
せ
補
助
と
し
て
農
家
へ
の

支
援
を
着
実
に
実
施
し
て
参
り
ま

す
。
し
か
し
、
本
年
度
に
お
い
て

も
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
は
お

ら
ず
、
国
や
道
の
情
報
を
い
ち
早

く
と
ら
え
、
今
後
の
支
援
に
つ
い

て
も
関
係
団
体
と
協
議
し
、
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

　

農
家
戸
数
の
減
少
も
続
い
て
お

り
ま
す
。
本
町
の
優
良
な
農
地
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
地

の
基
盤
整
備
や
集
約
化
、
農
家
経

営
の
規
模
拡
大
が
必
要
と
な
り
、

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
促
進
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　

就
農
支
援
対
策
と
し
ま
し
て
、

担
い
手
育
成
対
策
協
議
会
等
関
係

機
関
に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実

や
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
地
域
計

画
策
定
の
中
で
就
農
地
の
確
保
・

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
の

助
成
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
就
農

し
や
す
い
支
援
体
制
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
45
年
以
降
半
世
紀

以
上
続
い
た
、
い
わ
ゆ
る
転
作
制

度
の
見
直
し
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
例
外
規
定
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
交
付
対
象
の
厳

格
化
に
変
わ
り
は
な
く
、
今
回
の

制
度
改
定
が
離
農
を
増
や
す
原
因

と
な
ら
な
い
の
か
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
現
場
の
課
題
を
検
証
し

つ
つ
見
直
し
を
進
め
る
と
し
て
お

り
、
道
に
お
い
て
も
オ
ー
ル
北
海

道
で
の
検
証
・
対
応
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
町
農

業
の
課
題
を
検
証
し
つ
つ
、
持
続

可
能
な
厚
沢
部
農
業
の
将
来
像
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

ー 令和５年度　町政執行方針についてー
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（１）
予
算
の
効
率
化
・
重
点
化
に

　 

る
計
画
的
な
財
政
運
営

（１）
健
康
診
断
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

　

本
町
の
財
政
は
、
こ
れ
ま
で
の

行
財
政
改
革
な
ど
に
よ
っ
て
、
健

全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
が
、
町
税
等
の
自
主
財
源
に

乏
し
く
、
歳
入
の
過
半
を
占
め
る

地
方
交
付
税
の
行
方
次
第
で
は
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま

す
。
限
り
あ
る
財
源
を
最
大
限
に

生
か
す
創
意
工
夫
と
柔
軟
な
発
想

を
も
っ
て
、
事
務
事
業
を
検
証
し
、

効
率
的
な
施
策
の
展
開
、
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
健
康
診
断
の
受
診

率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
が
ん
等
の

重
大
疾
病
の
早
期
発
見
が
遅
れ
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
病
気
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
重
症
化
を
防
ぐ
原
則
で
あ
り

ま
す
。
受
診
率
の
向
上
を
促
す
た

め
の
啓
発
活
動
や
受
診
料
の
軽
減

対
策
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
３
人
に
１
人
が
発
症
す
る

と
い
わ
れ
る
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

も
、
有
効
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
助
成
も
行
い
ま
す
。
導
入

後
10
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
厚

沢
部
消
防
署
の
救
急
車
に
つ
い
て

も
高
規
格
を
有
し
た
車
両
の
更
新

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
唯
一
の
医
療
機
関

で
あ
り
ま
す
国
民
健
康
保
険
病
院

は
、
医
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
を
し
な
が
ら
良
質
な
医
療
の
提

供
、
経
営
改
善
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
南
檜
山
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
を
踏
ま
え
、
檜

山
南
部
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、

さ
ら
な
る
地
域
医
療
の
充
実
に
努

（３）
商
工
業
・
観
光
業
に
つ
い
て

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
商
品
購
入
等
が
地
元
消
費
減
退

を
招
い
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢
化

の
進
行
と
と
も
に
買
物
弱
者
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
５
類
移
行
後
は
、
飲
食
業

や
観
光
業
に
も
コ
ロ
ナ
前
と
同
様

の
経
済
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
商
工
団
体
の
育
成
と
中

小
企
業
の
経
営
安
定
を
継
続
支
援

す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
と
連
携

し
、
活
性
化
へ
の
振
興
策
を
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
「
ハ
チ
ャ
ム
の
森
」
、「
う

ず
ら
温
泉
」
、
そ
し
て
「
道
の
駅
」

の
利
用
度
が
増
加
し
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
特
に
道
の

駅
は
、
檜
山
の
玄
関
口
に
位
置
し
、

町
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
は
重
要
で
、
令
和
４
年
度
に

は
新
商
業
施
設
が
完
成
し
、
既
存

の
物
産
セ
ン
タ
ー
を
含
め
、
多
く

の
人
が
集
う
道
の
駅
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
集

客
力
を
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
「
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」

や
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
事
業
の

継
続
的
な
展
開
で
、
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式
会
社
へ

の
委
託
事
業
に
よ
り
、
厚
沢
部
町

の
応
援
団
員
獲
得
拡
大
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
観
光
協
会
の
育

成
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
助
成
な

ど
も
継
続
的
に
支
援
し
て
参
り
ま

す
。

３
．
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ
の
対
応

め
て
参
り
ま
す
。

（２）
新
た
な
災
害
通
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

現
在
、
本
町
の
防
災
無
線
は
移

動
系
と
い
わ
れ
る
方
式
で
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
電

波
の
周
波
数
帯
の
変
更
に
よ
り
多

額
の
費
用
を
投
入
し
基
地
局
等
の

設
備
を
更
新
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
近
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
国

の
指
針
に
お
い
て
も
、
各
世
帯
に

無
線
機
を
配
置
す
る
「
同
報
系
」

の
整
備
に
努
め
る
よ
う
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。最
近
で
は
、

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
方
式
の
受
信

機
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

先
進
自
治
体
の
例
も
参
考
と
し
な

が
ら
、
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

（３）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

　
に
つ
い
て

　

政
府
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
を
行
っ
た
令
和
２
年
10
月

か
ら
２
年
半
が
経
過
し
、
全
国
各

地
域
で
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た
動
き

が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
今
年
１
月
に

第
２
回
町
議
会
定
例
会

　

令
和
５
年
『
第
２
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
６
月
13
日
か
ら
２
日

間
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案

や
条
例
の
一
部
改
正
案
４
件
、
人
事
案
件
15
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
８
月
号
』
及

び
『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
予
算
を
追
加
】

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
２
億
９
８
２
６
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
45
憶
９
５
８

４
万
４
千
円
と
し
ま
す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
総
務
費
で
は
、

庁
舎
高
圧
受
電
盤
変
圧
器
等
更
新

工
事
費
、
公
式
ラ
イ
ン
導
入
業
務

委
託
料
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
費
補
助
金
、
高
校
生
通
学
定
期

券
購
入
費
補
助
金
、
生
活
維
持
路

線
バ
ス
運
行
費
補
助
金
、
辺
地
共

聴
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
費
補

助
金
、
民
生
費
で
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
対
す
る
重
点
支
援
給

付
金
、
敬
老
会
等
実
施
事
業
費
補

助
金
、
認
定
こ
ど
も
園
完
全
無
償

化
に
伴
い
ま
す
保
育
料
等
補
助
金

の
減
額
補
正
、
農
林
水
産
業
費
で

各
委
員
の
選
任
を
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
近
藤
良
信
氏
（
新
町
・
71
歳
）
、

農
業
委
員
会
委
員
に
は
左
記
14
名

の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〔
届
出
順（
★
は
新
任
☆
は
再
任
）〕

★
川
口　

豊
氏
（
鶉
・
49
歳
）

☆
木
口
幸
弘
氏
（
赤
沼
町
・
53
歳
）

☆
木
村
卓
也
氏
（
富
里
・
40
歳
）

☆
斉
藤
和
博
氏
（
当
路
・
49
歳
）

☆
佐
藤
貴
彦
氏
（
相
生
・
48
歳
）

☆
佐
藤
龍
也
氏
（
新
栄
・
47
歳
）

☆
佐
藤
美
登
子
氏
（
上
里
・
62
歳
）

☆
下
川
部
和
宏
氏
（
稲
見
・
42
歳
）

☆
外
﨑　

明
氏
（
木
間
内
・
60
歳
）

☆
奈
良
和
人
氏
（
鶉
町
・
38
歳
）

☆
西
口
智
章
氏
（
館
町
・
40
歳
）

☆
前
田
秀
幸
氏
（
富
栄
・
38
歳
）

☆
由
利
昭
人
氏
（
新
栄
・
56
歳
）

☆
𠮷
田　

藍
氏
（
当
路
・
43
歳
）

【
４
条
例
の
一
部
改
正
を
承
認
】

　

承
認
さ
れ
た
条
例
４
件
の
う
ち

『
厚
沢
部
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
』
の
一
部
改
正
は
こ
ど
も
家
庭

庁
の
設
置
に
伴
い
関
係
法
令
の
整

備
に
よ
る
も
の
、
ま
た
、
認
定
こ

ど
も
園
の
完
全
無
償
化
に
伴
う
条

文
を
追
加
す
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

議会を傍聴してみませんか

　次の定例会は９月に行われま
す。まちの議会を傍聴してみま
せんか？
　傍聴の手続きは議会事務局備
え付けの傍聴者名簿に住所と名
前を記載するだけです。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行

い
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

長
期
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

と
し
て
、
太
陽
光
発
電
や
小
水
力

発
電
な
ど
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
促
進
し
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
を
中

心
に
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

延
期
と
な
っ
て
い
た
地
域
新
電

力
会
社
の
設
立
や
、
８
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
環
境
省
の
第
４
回
脱

炭
素
先
行
地
域
へ
の
申
請
に
引
き

続
き
取
り
組
み
、
国
の
補
助
金
な

ど
の
特
定
財
源
を
確
保
し
な
が
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

４
．
健
全
な
行
財
政
運
営

ー 令和５年度　町政執行方針についてー

（２）
林
業
・
林
産
業
に
つ
い
て

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

に
あ
っ
て
、
面
積
の
約
８
割
を
占

め
る
森
林
は
、
貴
重
な
資
源
で
も

あ
り
ま
す
。
町
有
林
に
あ
っ
て
は
、

除
間
伐
、
枝
打
ち
、
下
刈
り
な
ど

の
撫
育
管
理
事
業
を
適
切
に
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
有
林
に
あ
っ
て
は
積

極
的
な
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た

め
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
所

有
山
林
に
か
か
る
意
向
調
査
、
民

有
林
の
下
刈
り
や
除
間
伐
事
業
へ

の
助
成
、
林
道
、
作
業
道
の
開
設

及
び
維
持
補
修
整
備
を
実
施
し
、

森
林
と
し
て
の
機
能
を
維
持
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

（２）
職
員
の
能
力
開
発
を
推
進
し
、

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

　

職
員
、
一
人
ひ
と
り
の
行
政
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
職
員
研

修
の
充
実
を
図
り
、
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
参
り
ま

す
。

（３）
情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
確
保

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
厚
沢
部
町

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、
町
の

透
明
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ー 令和５年度　町政執行方針についてー

【
各
特
別
会
計
予
算
を
追
加
】

　

令
和
５
年
度
厚
沢
部
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

案
は
42
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
５
憶
１
２
９
６
万
５
千
円
と

し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
厚
沢
部
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

案
は
１
６
９
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
億
３
７
９
３
万
６

千
円
と
し
ま
す
。

　

補
正
の
内
容
は
厚
沢
部
地
区
農

業
集
落
排
水
週
末
処
理
場
高
圧
ケ

ー
ブ
ル
更
新
工
事
費
で
す
。

は
、
小
規
模
土
地
基
盤
整
備
事
業

費
補
助
金
、
農
業
生
産
安
定
化
特

別
対
策
事
業
費
補
助
金
、
農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
費
補
助
金
、
道

営
農
地
整
備
（
滝
野
地
区
）
事
業

費
負
担
金
、
鶉
ダ
ム
警
報
車
購
入

費
、
商
工
費
で
は
、
道
の
駅
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
撤
去
業
務
委
託
料
、
土

木
費
で
は
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
策
定
業
務
委
託
料
、
教
育

費
で
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
ト
イ

レ
改
修
工
事
費
、
太
鼓
山
ス
キ
ー

場
リ
フ
ト
更
新
、
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

等
工
事
費
、
学
校
給
食
無
償
化
に

伴
い
ま
す
給
食
料
補
助
金
の
減
額

補
正
な
ど
で
す
。
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【
重
点
１
】

「
確
か
な
学
力
の
育
成
」

　「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
※
１
）
２
０
１
８
」
の
結
果
、
授
業
中
の
デ
ジ
タ
ル
機

器
利
用
時
間
等
の
割
合
に
お
い
て
、
日
本
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
37
か
国
中
最

下
位
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
動
き
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
時
を
同
じ
く
し
て
、
令
和
元
年
12
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
世
界
的
流
行
と
な
り
、
令
和
２
年
1
月
に
日
本
最
初
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
３
年
、
混
迷
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
社

会
活
動
が
滞
り
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
続
け
た
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
当
然
で
あ
る
は
ず
の
こ
と
が
叶
わ
ず
、
全
て
に
息
苦

し
く
窮
屈
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
絶
え
ず
変
化

す
る
予
測
困
難
な
社
会
で
、
自
ら
の
個
性
を
認
識
・
受
容
し
、
他
者
と
協

働
し
な
が
ら
、
し
な
や
か
に
強
く
逞
し
く
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
確
か

な
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
個
別
最
適
で
協
働
的
な
学
び
の
保
障
と
い
う
目
的
を
共
有
し
た
上
で

の
、
小
中
一
貫
教
育
環
境
の
整
備
に
向
け
た
連
携
・
協
働
が
極
め
て
重
要

と
な
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
厚
沢
部
町
の
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
更
な
る
具
体
的
検
討
を
進
め
、
１
０
０
年
先
へ
バ
ト
ン
を
渡

す
こ
と
の
で
き
る
学
校
教
育
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、

社
会
の
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
容
す
る
中
、
一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
を
切
り
拓
く
こ
と
の
で
き
る
教
育
機
会
の
最
大
化
に
向
け
て
、

町
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
教
育
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
の
実
現
に
向
け
、
不
断
の
見

直
し
に
よ
る
授
業
改
善
と
教
育
活

動
全
体
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
要
約
活
動
を
取
り
入

れ
た
論
理
的
思
考
力
の
育
成
や
、

落
ち
こ
ぼ
れ
や
浮
き
こ
ぼ
れ
（
※

２
）
を
つ
く
ら
な
い
魅
力
あ
ふ
れ

る
丁
寧
で
行
き
届
い
た
授
業
の
充

実
を
図
り
ま
す
。　

【
重
点
２
】

「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」

　

同
じ
場
で
共
に
学
ぶ
こ
と
の
追

求
と
個
別
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
的
確
に
応
え
ら
れ
る
、
通
常

学
級
・
通
級
指
導
教
室
・
特
別
支

援
学
級
と
い
っ
た
連
続
性
の
あ
る

「
多
様
な
学
び
の
場
」
の
整
備
を

は
じ
め
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
と

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
主
眼
を
置

い
た
交
流
及
び
共
同
学
習
の
機
会

を
設
け
、
多
様
な
人
々
と
手
を
携

え
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
努
め
ま

す
。　

【
重
点
３
】

｢

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
と
英
語
で

の
グ
ル
ー
プ
協
議
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
学

校
訪
問
や
３
小
学
校
の
オ
ン
ラ
イ

ン
外
国
語
体
験
学
習
、
中
学
校
英

語
教
員
の
小
学
校
乗
り
入
れ
授
業

等
、
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

【
重
点
１
】

「
道
徳
教
育
の
充
実
」

　

特
別
の
教
科
道
徳
に
お
け
る
問

題
解
決
的
・
体
験
的
学
習
を
通

し
、
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
よ

り
よ
く
生
き
る
力
の
育
成
と
、
誰

に
対
し
て
も
正
義
と
公
正
さ
を
重

ん
じ
、
差
別
や
偏
見
な
く
公
平
な

態
度
で
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
人

格
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。　

【
重
点
２
】

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
と
体
験

的
学
習
の
充
実
」

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
体

験
学
習
を
効
果
的
に
活
用
し
、
自

分
ら
し
い
あ
り
方
や
生
き
方
を
実

現
す
る
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
創
造
の
翼
事
業
の
一
環
と

し
て
平
成
30
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
厚
沢
部
中
学
校
の
道
外
修
学
旅

行
費
用
の
全
額
支
援
を
継
続
し
ま

す
。　

【
重
点
３
】

「
い
じ
め
の
根
絶
と
不
登
校
の
解
消
」

　

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相

談
に
よ
る
積
極
的
認
知
と
迅
速
な

対
応
と
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
や
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
を

図
り
ま
す
。
不
登
校
や
児
童
虐
待

に
つ
い
て
は
、
小
１
プ
ロ
ブ
レ

ム
・
小
４
ビ
ハ
イ
ン
ド
や
中
１
ギ

ャ
ッ
プ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の

様
々
な
要
因
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
日
々
の
声
か
け
や
教
育
活
動

に
よ
る
未
然
防
止
・
早
期
発
見
及

び
、
児
童
生
徒
の
抱
え
る
悩
み
に

よ
り
添
っ
た
支
援
と
対
応
に
努
め

ま
す
。　

【
重
点
４
】

「
健
康
教
育
の
推
進
」

　

小
学
校
体
育
専
科
教
員
に
よ
る

巡
回
指
導
、
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム

の
自
己
管
理
能
力
育
成
指
導
、
生

理
用
品
の
配
置
継
続
、
栄
養
教
諭

に
よ
る
望
ま
し
い
食
習
慣
等
の
計

画
的
指
導
、
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
に

よ
る
給
食
内
容
の
見
直
し
、
フ
ッ

化
物
洗
口
の
継
続
、
が
ん
教
育
・

心
血
管
病
教
育
の
推
進
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
重
点
１
】

「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」

　

教
員
の
負
担
軽
減
・
業
務
効
率

化
・
授
業
改
善
・
子
供
と
向
き
合

う
時
間
の
確
保
等
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行

（３）
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

（２）
豊
か
な
人
間
性
と
健
や
か
な
体

　
を
育
む
教
育

　
学
校
教
育

（１）
社
会
を
し
な
や
か
に
強
く
逞
し

　
く
生
き
抜
く
力
の
育
成

 
令
和
５
年
度

　
教
育
行
政
執
行
方
針

※１　OECD が３年ごとに実施している国際的な学習到達度調査
※２　学校の授業に物足りなさを感じる極めて優秀な児童生徒

（１）
青
少
年
の
健
全
育
成

　

家
庭
教
育
に
つ
い
て
気
軽
に
相

談
で
き
る
機
会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
等
、
互
助
的
な
信
頼
関
係

に
よ
る
支
援
体
制
の
創
出
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
親
子
体
験
フ
ェ

ス
タ
in
厚
沢
部
川
」
等
、
多
様
な

体
験
活
動
や
交
流
学
習
の
継
続
と

充
実
に
努
め
ま
す
。　

（２）
生
涯
学
習
基
盤
の
強
化

　

高
齢
者
の
方
々
が
培
っ
た
知
識

や
技
術
を
生
か
し
活
躍
す
る
機
会

　
社
会
教
育

ー 令和５年度　教育行政執行方針についてー

　

今
、
時
代
は
嘗か

つ

て
な
い
程
の
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
、
今
年
小
学
校

に
入
学
し
た
児
童
が
高
校
を
卒
業

す
る
12
年
後
の
２
０
３
５
年
に

は
、
全
人
口
の
約
３
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
、
未

だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
一

の
超
高
齢
社
会
に
我
が
国
が
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
２

０
４
５
年
に
は
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
知

能
を
超
え
、So

cie
t
y5.

0

（
※
３
）

の
新
た
な
社
会
構
造
の
中
で
、
子

供
た
ち
は
逞
し
く
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
子
供
た
ち
の
能
力
や
可
能
性

の
開
発
・
発
展
に
お
け
る
チ
ャ
ン

ス
や
出
会
い
は
子
供
の
人
生
を
左

右
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
よ
い

機
会
の
提
供
は
私
た
ち
大
人
の
第

一
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
子

供
た
ち
の
才
能
や
能
力
が
開
花
す

る
、
そ
の
子
の
人
生
を
変
え
る
機

　
む
す
び
に

で
は
、
全
運
動
部
員
に
対
し
て
土

日
の
複
数
回
、
専
門
講
師
に
よ
る

体
幹
や
筋
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
、
ト
ー
タ
ル
な
観
点
で
の

怪
我
を
し
な
い
身
体
づ
く
り
を
図

り
ま
す
。　

【
重
点
２
】

「
異
校
種
間
の
連
携
・
接
続
の
推
進
」

　

ア
プ
ロ
ー
チ
及
び
ス
タ
ー
ト
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
効
果
的
で

ス
ム
ー
ズ
な
接
続
と
、
デ
ジ
タ
ル

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
作
成
に
よ
る
的

確
で
ズ
レ
の
な
い
一
貫
し
た
指
導

体
制
の
構
築
、
小
学
校
合
同
の
宿

泊
研
修
や
修
学
旅
行
等
、
中
１
ギ

ャ
ッ
プ
の
未
然
防
止
に
向
け
た
段

差
の
な
い
小
中
一
貫
教
育
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。　

【
重
点
３
】

「
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
」

　

学
校
力
の
要
で
あ
る
教
師
の
使

命
感
や
責
任
感
、
専
門
的
知
識
の

向
上
等
、
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
の
育
成
に
向
け
た
研
究
・
研
修

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
服

務
規
律
や
法
令
の
遵
守
徹
底
に
よ

る
不
祥
事
の
根
絶
と
未
然
防
止
に

努
め
ま
す
。　

【
重
点
４
】

「
学
校
安
全
教
育
の
推
進
」

　

指
定
伝
染
病
等
の
対
策
・
予

防
、
交
通
安
全
教
室
や
防
犯
教
室

の
充
実
、
登
下
校
の
安
全
確
保
の

観
点
に
よ
る
バ
ス
通
学
区
域
の
見

直
し
、「
１
日
防
災
学
校
」
を
は
じ

め
と
す
る
計
画
的
な
避
難
訓
練
や

講
習
会
・
防
犯
教
室
等
を
実
施
し

ま
す
。　

【
重
点
５
】

「
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
」

　

校
舎
の
修
繕
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
、
防
災
環
境
の
整
備
等
、
緊
急

性
の
高
い
も
の
か
ら
速
や
か
に
対

応
し
ま
す
。

等
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る

機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
図
書
館
が
町
民
の
多
様
な
学

習
機
会
提
供
や
地
域
情
報
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
小
中
学
生
に
読
書
手
帳
を

発
行
し
て
読
書
へ
の
動
機
づ
け
と

す
る
な
ど
、
本
へ
の
関
心
や
意
欲

を
高
め
、
読
書
習
慣
の
確
立
へ
繋

げ
ま
す
。
更
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
や
、

図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
図
書
館

祭
り
等
を
継
続
し
、
読
書
啓
発
機

会
の
提
供
と
充
実
を
図
り
ま
す
。　

（３）
芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進

　

町
民
が
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る

機
会
の
提
供
や
、
各
種
文
化
団
体

の
活
動
や
町
民
文
化
祭
等
の
充
実

と
発
展
に
努
め
ま
す
。　

（４）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
内
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動

支
援
を
継
続
し
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
気
軽
に
楽
し
む
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。　

（５）
文
化
財
の
保
存
・
整
備

　

「
史
跡
館
城
跡
保
存
整
備
事
業
」

の
基
本
計
画
修
正
及
び
基
本
設
計

と
実
施
設
計
へ
向
け
、「
館
築
城

図
」
に
描
か
れ
た
建
物
と
同
一
で

あ
る
か
を
検
証
す
る
た
め
の
発
掘

会
や
瞬
間
は
、
決
し
て
我
々
大
人

の
都
合
を
待
っ
て
は
く
れ
な
い
か

ら
で
す
。
子
供
た
ち
の
教
育
環
境

を
つ
く
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は

我
々
大
人
で
す
。
そ
の
大
人
が
手

を
繋
ぎ
、
そ
の
真
ん
中
に
子
供
た

ち
を
置
い
て
、
大
人
達
が
笑
顔
で

守
り
・
育
て
・
導
い
て
い
る
姿
を

見
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
厚
沢
部

町
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
教
職
員
・
保
護
者
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
学
校
教
育
の
充
実

と
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生

き
と
学
び
合
い
、
支
え
合
い
、
高

め
合
う
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
組
織
一
丸
と
な
っ
た
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
厚
沢
部
町
Ｈ
Ｐ
に
全
文
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
維

持
管
理
に
係
る
次
世
代
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
Ａ
Ｒ
等
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

※３　仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、
　　　人間中心の社会

教育行政執行方
針はこちらから
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令和５年度予算が決定令和５年度予算が決定

 令和５年度予算額　45 億 9,584 万 4 千円

　令和５年度の一般会計当初予算は、町長改選期であるため、義務的な経費や継続的な事業、すでに

決定されている事業を『骨格予算』として編成していました。『骨格予算』に計上していない政策的経

費などを含んだ補正予算が６月議会で成立しましたので、６月補正後予算の内容をお知らせします。

　町公式ＬＩＮＥ導入事業

町公式ＬＩＮＥアカウントを開設し、町民及び町
民以外の方（厚沢部町に興味を持っている方等）
へ迅速な情報発信を行う。

１２５万２千円

　高校生通学定期券購入費補助事業

江差高校に通学する生徒のバス定期券購入費を
支援し子育て世帯の負担軽減を図る。

（補助率 80％）

４６７万６千円
　プレミアム商品券発行事業

物価高騰等による住民生活の軽減、町内経済活性
化に向けた消費喚起を図るため、厚沢部商工会が
実施するプレミアム商品券の発行を支援する。

２，２９０万円

　町内会街路灯設置及び電気料助成事業

町内会の管理する街路灯の新設、修繕及び電気料
への助成費の拡大。

４５９万円
　太鼓山スキー場施設整備事業

リフト、ゲレンデ照明ＬＥＤ化、ロッジの改修工
事を実施する。

３，２９４万１千円

　生涯スポーツ講座開設事業

夢につながるトップアスリートとのスポーツ交
流講座として、元レバンガ北海道選手等を招いて

「バスケットボール教室」を開催する。

１２万１千円

歳入内訳

【６月補正で計上された主な事業】

歳出内訳

番号 財源 金額（％）

① 道支出金 2 億 8929 万 8 千円（6.3％）

② 地方交付税 24億7579万円（53.9％）

③ 町税 3億9917万2千円（8.7％）

④ 繰入金 4億8943万円（10.6％）

⑤ 町債 2億950万円（4.5％）

⑥ 使用料及び手数料 9123万5千円（2.0％）

⑦ 分担金及び負担金 4108万7千円（0.9％）

⑧ その他 1億2343万7千円（2.7％）

⑨ 地方譲与税等 1億6860万円8千円（3.7％）

⑩ 国庫支出金 3億828万7千円（6.7％）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

番号 経費 金額（％）

① 人件費 8 億 858 万円（17.6％）

② 扶助費 3億6987万2千円（8.0％）

③ 公債費 5億1498万円（11.2％）

④ 普通建設事業費 3億2002万8千円（7.0％）

⑤ 補助費等 9億3012万7千円（20.2％）

⑥ 物件費 7億9229万9千円（17.2％）

⑦ 繰出金 6億5090万1千円（14.2％）

⑧ その他 2億905万7千円（4.6％）

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

　

近
年
発
売
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
は
、
車
が
激
し
い
衝
撃
を

受
け
た
場
合
に
車
内
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
衝
突
事
故
を
検
出
す
る

機
能
が
搭
載
さ
れ
、
初
期
設
定
で

有
効
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

車
の
激
し
い
衝
突
事
故
が
起
き

た
と
き
以
外
に
も
、
状
況
に
よ
っ

て
は
、
こ
の
衝
突
事
故
の
検
出
に

よ
っ
て
１
１
９
番
に
発
信
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
厚
沢
部
町
内

厚
沢
部
消
防
か
ら
お
知
ら
せ

～
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
自
動
で

１
１
９
番
に
発
信
す
る
機
能
に
つ
い
て
～

で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
作
業
中

に
振
動
を
検
出
し
て
１
１
９
番
通

報
が
発
信
さ
れ
た
事
例
が
数
回
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防

機
関
で
は
、
通
報
者
か
ら
通
報
内

容
を
確
認
で
き
な
い
場
合
、「
か

け
間
違
い
」
か
、
通
報
者
が
電
話

の
繋
が
っ
た
状
態
で
意
識
を
失
っ

た
の
か
ど
う
か
判
断
で
き
ま
せ

ん
。

　

救
急
車
な
ど
が
必
要
な
い
の
に

１
１
９
番
通
報
が
発
信
さ
れ
た
と

き
や
折
り
返
し
の
電
話
が
あ
っ
た

と
き
は
、
電
話
を
切
ら
ず
に
「
間

違
え
た
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
消
防
か
ら
折
り
返
し
電
話

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
電
話
に
出
て
救
急
車
や
消
防

車
が
必
要
か
ど
う
か
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

　

５
月
25
日

（木）
、
札
幌
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰
式
」
に

お
い
て
、
厚
沢
部
町
危
険
物
安
全

協
会
会
長
・
佐
々
木
俊
司
氏
に
、

北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

長
（
常
本
照
也
氏
）
よ
り
表
彰
盾

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

佐
々
木
俊
司
氏
は
、
平
成
28
年

よ
り
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連

合
会
理
事
に
就
任
。
ま
た
、
長
年

に
わ
た
り
厚
沢
部
町
危
険
物
安
全

協
会
会
長
と
し
て
危
険
物
の
事
故

防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種

研
修
会
、
救
命
講
習
や
消
火
訓
練

佐々木 俊司 氏

北海道危険物安全協会
連合会長【個人表彰】

等
の
活
動
を
通
じ
て
会
員
相
互
の

親
睦
や
連
携
強
化
を
図
る
な
ど
、

協
会
の
円
滑
な
運
営
と
発
展
向
上

の
貢
献
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
内
15
事
業
所
の
会
員

並
び
に
関
係
団
体
を
中
心
に
、
危

険
物
従
事
者
の
知
識
向
上
を
図
る

た
め
育
成
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
民
が
安
心
・
安
全
に

過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

危
険
物
事
故
防
止
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

軽自動車税の納期限は既に過ぎています！
まだ納付されていない場合は、

早急に納付を！
問合せ先：住民税務課課税収納係　☎６４－３３１３

※令和４年度も皆様のおかげで収納率１００％達成！
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▲ヒップホップシネガの元気なダンス！▲

▲テレビをゲットした山田陽斗くん

▲戦没者へ祈りを捧げる。

▲歌に合わせて、輪を作り踊り出す参加者

４年ぶりの『第 33 回館城跡まつり』４年ぶりの『第 33 回館城跡まつり』

▲モルック体験会

▲館城跡の発掘調査見学会 ▲寺島姉妹の歌謡ショー。名物ダンサーも
　飛び入り参加

　館城跡まつり実行委員会（細畑幸治委員長）主催『第　館城跡まつり実行委員会（細畑幸治委員長）主催『第
33 回館城跡まつり』が６月 11 日（日）、館城跡公園で33 回館城跡まつり』が６月 11 日（日）、館城跡公園で
開催されました。４年ぶりの開催ということもあり、開催されました。４年ぶりの開催ということもあり、
約５００名が来場。約５００名が来場。
　会場では、バーベキューコンロを囲みながら、ジン　会場では、バーベキューコンロを囲みながら、ジン
ギスカンなどを堪能。歌謡ショー、宝引きゲーム、館ギスカンなどを堪能。歌謡ショー、宝引きゲーム、館
小学校やあっさぶヒップホップシネガによる踊り、豪小学校やあっさぶヒップホップシネガによる踊り、豪
華景品が当たるビンゴ大会など多くの催しも満喫し会華景品が当たるビンゴ大会など多くの催しも満喫し会
場は笑顔で満開となりました。場は笑顔で満開となりました。

素敵な過疎のまちのあゆみ

　

６
月
１
日

（木）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
（
斉
藤
紋
子
園
長
）

し
し
ま
い
組
の
年
長
児
は
、
滝
野
の
田
ん
ぼ
で
お
米
の
苗
植

え
を
行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に

田
ん
ぼ
の
中
を
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
田
植
え
に
慣
れ

て
く
る
と
、
「
苗
ち
ょ
う
だ
い
！
」
「
綺
麗
に
植
え
る
こ
と
が

で
き
た
―
！
」
と
元
気
な
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
中
に
は
「
こ
ろ
ん
じ
ゃ
っ
た
～
」
と
笑
い
な
が
ら
泥
ん

こ
に
な
っ
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
作
業
を
終
え
る
と

園
児
た
ち
は
、
早
く
も
稲
刈
り
が
で
き
る
実
り
の
秋
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い

　

田
ん
ぼ
の
中
を

　
　

走
り
ま
わ
る
！

▲田植え後に元気に走りまわり、とびっきりの笑顔見れました。

▲放流後のカワヤツメの姿を確認

自
分
達
で
育
て
た

 

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
を

　

厚
沢
部
川
へ
放
流

　

６
月
１
日

（木）
、
厚
沢
部
小
学
校
（
松
村
浩
良
校
長
）
の
４

年
生
21
名
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
大
事
に
育
て
ふ
化
さ
せ
た

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
幼
生
３
０
０
０
匹
ほ
ど
を
赤
沼
橋
下
の
河
川

敷
で
安
野
呂
川
に
放
流
し
ま
し
た
。
始
め
に
放
流
後
の
幼
生

の
活
動
の
仕
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
大
事
に
育
て
た

幼
生
を
川
底
に
掘
っ
た
溝
に
放
流
し
他
の
魚
に
食
べ
ら
れ
な

い
よ
う
に
砂
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
町
河
川

資
源
保
護
振
興
会
・
坂
本
和
晃
会
長
は
「
子
ど
も
達
が
大
事

に
育
て
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
多
く
の
幼
生
を
放
流
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
安
堵
し
て
い
ま
し
た
。

▲手際よく、スピーディーに直していきました！

　

６
月
20
日

（火）
、
町
建
築
技
能
者
協
会
は
高
齢
者
宅
の
安
全

性
と
快
適
性
を
高
め
る
た
め
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
畔
清

悦
会
長
）
が
選
ん
だ
５
軒
の
お
宅
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
繕

し
ま
し
た
。
手
す
り
の
設
置
や
戸
車
交
換
、
ス
ロ
ー
プ
台
の

設
置
、
煙
突
の
修
繕
な
ど
を
実
施
。
職
人
技
で
手
際
良
く
直

し
て
い
き
ま
し
た
。
会
長
は
「
自
分
た
ち
の
活
動
で
少
し
で

も
高
齢
者
の
生
活
を
よ
く
し
て
い
け
た
ら
」
と
活
動
へ
の
思

い
を
話
し
ま
し
た
。
な
お
、修
繕
に
掛
か
っ
た
材
料
費
は『
赤

い
羽
根
共
同
募
金
』
か
ら
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

職
人
技
で

　
　

悩
み
を
解
決
！　
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花
植
え
を
通
し
て

人
権
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る

　

厚
沢
部
町
人
権
擁
護
委
員
は
人

権
啓
発
活
動
の
一
環
で
、
町
内
の

認
定
こ
ど
も
園
、
各
小
中
学
校
に

「
人
権
の
花
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
は
学
校
に
配
布

し
た
花
の
種
子
、
球
根
な
ど
を
、

こ
ど
も
た
ち
が
協
力
し
育
て
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
命
の
尊
さ
を
実
感

し
、そ
の
中
で
豊
か
な
心
を
育
み
、

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
体
得

　

６
月
５
日

（月）
、
少
年
の
主
張
檜

山
地
区
大
会
第
36
回
厚
沢
部
町
予

選
大
会
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ

ゆ
み
で
開
催
さ
れ
、
厚
沢
部
中
学

校
の
代
表
生
徒
７
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
出
場
生
徒
は
５
分
間
の
中

で
、
自
分
の
夢
や
部
活
動
、
歴
史

な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
主
張
を
行

い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は

中
川
心
花
さ
ん
（
２
年
）
、
優
秀

賞
に
は
細
畑
美
帆
さ
ん
（
３
年
）
、

山
田
由
空
さ
ん
（
３
年
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
３
名
は
厚
沢
部
町
代

表
と
し
て
６
月
27
日

（火）
に
同
会
場

で
開
催
さ
れ
た
檜
山
大
会
で
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
『
私
の
夢
』
を

テ
ー
マ
に
、
自
ら
の
経
験
か
ら

「
夢
が
か
な
わ
な
く
て
も
、
夢

に
向
か
っ
て
努
力
し
た
こ
と

は
、
無
駄
に
な
ら
ず
、
き
っ
と

将
来
の
役
に
立
つ
」
と
夢
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し

た
。

　

細
畑
さ
ん
は
『
将
来
の
自
分

の
た
め
に
』
を
テ
ー
マ
に
、「
勉

強
は
難
し
い
で
す
が
、
今
辛
抱

し
て
勉
強
に
励
め
ば
、
こ
の
辛

抱
の
何
倍
も
大
き
な
幸
せ
に
変

わ
る
は
ず
で
す
」
と
将
来
の
た

め
に
勉
強
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
語
り
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
『
原
爆
に
つ
い

て
』
を
テ
ー
マ
に
、
修
学
旅
行

で
見
て
学
ん
だ
事
か
ら
「
戦
争

が
な
く
な
り
、
話
し
合
い
の
世

界
に
な
り
、
笑
顔
溢
れ
る
世
の

中
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
平
和

へ
の
願
い
を
語
り
ま
し
た
。

少年の主張『厚沢部町予選大会』を開催少年の主張『厚沢部町予選大会』を開催

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

６
月
21
日

（水）
、
厚
沢
部
小
学
校

（
松
村
浩
良
校
長
）
１
、２
年
生
は

町
人
権
擁
護
委
員
と
と
も
に
同
校

花
壇
に
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

花
植
え
を
終
え
る
と
児
童
た
ち
は

「
綺
麗
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
た

ね
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
『
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
』

と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
、
人

権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
28
日

（日）
、館
町
町
内
会（
山

田
克
哉
会
長
）
は
、
美
化
清
掃
活

動
の
一
環
と
し
て
館
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
前
の
花
壇
な
ど
に
花
植
え

を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
会
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
。
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、
20

名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
美
化
清
掃
活

動
を
終
え
ま
し
た
。
山
田
会
長
は

「
地
域
の
景
観
が
き
れ
い
に
な
る

と
、と
て
も
気
持
ち
が
良
く
な
る
。

こ
う
い
っ
た
活
動
を
こ
れ
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
行
っ
て
い
き
、
地
域
を

明
る
く
し
て
い
け
れ
ば
」
と
思
い

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

館
町
町
内
会
の

花

植

え

活

動

後期高齢者医療制度

７５歳以上
の方へ

『保険証（被保険者証）』の一斉更新について

★
保
険
証
・
減
額
認
定
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
保
険
証
及
び
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

は
令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
及
び
減
額
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
の
で
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
８
月
１
日
か
ら
は
新

し
い
保
険
証
及
び
減
額
認
定
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
・
減
額
認
定
証
と
も
上
記
と
同
じ
よ
う
に
簡
易

　

書
留
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す
。

～有効期限が過ぎた保険証・限度額認定証は使用できません！～

◎
保
険
証

◎
減
額
認
定
証

新しい認定証は

黄 緑 色
となります

新しい保険証は

黄 色
となります

国民健康保険
加入者の方へ

★
新
し
い
保
険
証
は
『
簡
易
書
留
』
で
郵
送
し
ま
す

　
厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令

和
５
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
７
月
更
新

と
な
り
ま
す
。

　
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
保
険
者
の
方
に
は
保
険
証
と

高
齢
受
給
者
証
を
１
枚
の
カ
ー
ド
に
し
た
『
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
』
を
交
付
し
ま
す
。

　

郵
送
す
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和
６
年
７
月
31
日

ま
で
に
な
り
ま
す
。

★
新
し
い
保
険
証
の
受
取
時
に
不
在
の
場
合
は
？

　

簡
易
書
留
郵
便
は
受
領
印
が
必
要
な
た
め
、
不
在
の
場

合
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
。
配
達
時
に
不
在
の
場
合
に
は
、

受
け
取
り
方
法
が
記
載
さ
れ
た
「
郵
便
物
等
お
預
か
り
の

お
知
ら
せ
」
が
投
函
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
あ
る

手
続
き
を
指
定
さ
れ
た
郵
便
局
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
局
で
の
保
存
期
間
（
７
日
間
）
を
過
ぎ
役
場
に
保

険
証
が
返
戻
さ
れ
た
場
合
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険

証
と
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
を
役
場
住
民
税
務
課
国

保
係
の
窓
口
に
持
参
し
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
お
早
め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

『国民健康保険被保険者証』の更新について
～新しい保険証は、お早めにお受け取りください～

★
減
額
認
定
証
の
交
付
対
象

　

減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
認
定
証
）に
つ
い
て
、

新
た
に
必
要
と
な
る
方
は
右
記
の

交
付
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確

認
の
上
、
住
民
税
務
課
国
保
係
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 区分Ⅱ　世帯全員が住民税非課税で、区分Ⅰに該当しない方

 区分Ⅰ　世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方

□世帯全員の所得が０円の方

　（公的年金収入のみの場合、その受給額が 80万円以下の方）

□老齢福祉年金を受給されている方

（
限
度
額
適
用
・

　
標
準
負
担
額
認
定
証
）

★このページに関するお問い合わせ★

　住民税務課国保係　☎６４-３３１３

－住民税務課国保係からお知らせ－

★減額認定証の交付対象について★

〇
新
し
い
保
険
証
及
び
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
令
和

　
６
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

〇
紛
失
し
た
時
や
汚
れ
た
と
き
は
再
交
付
し
ま
す
の
で
住

　

民
税
務
課
国
保
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▲最優秀賞の中川さんの発表

▲鈴木教育長と発表者で記念撮影
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５
月
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
相

生
は
共
和
と
兄
弟
の
よ
う
な
集
落

で
す
。
ど
ち
ら
も
小
鶉
川
の
流
域

に
広
が
り
、
神
社
や
学
校
を
共
有

し
て
き
ま
し
た
。

　

小
鶉
に
最
初
に
住
み
着
い
た
人

の
名
前
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
明
治
32
年
以
前
の
入
植
者
と

し
て
13
名
の
名
前
が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
先
人
の
名
前
は
地
名

に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
字
名

に
も
天
作
沢
・
又
五
郎
沢
・
庄
兵

衛
沢
・
ヲ
ク
ニ
沢
な
ど
の
人
名
起

源
の
地
名
が
み
ら
れ
ま
す
。
相
生
・

共
和
は
人
名
由
来
の
地
名
が
多
い

こ
と
も
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
は
い
ず
れ
人
間
の
仕
事
の

○
○
％
を
奪
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
、
な
ど
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で

す
が
、
司
法
も
い
ず
れ
Ａ
Ｉ
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
な
日
が
来

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
司
法
試
験
受
験
生
の
こ

ろ
、
よ
く
「
自
動
販
売
機
型
の
答

案
は
書
く
な
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
論
証
パ
タ
ー
ン

と
い
う
、
受
験
生
は
皆
が
暗
記
を

し
て
い
る
よ
う
な
定
型
の
法
的
論

点
に
対
す
る
判
例
の
理
由
・
見
解

な
ど
を
書
い
た
後
、
事
案
に
記
載

さ
れ
た
事
実
数
点
を
か
い
つ
ま
ん

で
あ
て
は
め
た
上
で
、
結
論
を
出

す
、
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
の

何
が
ダ
メ
か
と
い
う
と
、
受
験
生

が
考
え
て
い
な
い
こ
と
の
表
れ
だ

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
の
事

案
は
当
然
千
差
万
別
で
、
当
然
背

景
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
っ

た
り
、
複
雑
な
心
情
が
あ
っ
た
り

す
る
わ
け
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
汲
み
取

る
こ
と
な
く
、
定
型
の
論
証
パ
タ

ー
ン
に
当
て
は
め
ら
れ
そ
う
な
数

点
の
事
実
だ
け
を
拾
っ
て
結
論
を

出
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
本
当

に
妥
当
な
解
決
と
言
え
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
実
務
家
に
な

っ
た
今
で
も
度
々
、
こ
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

感
情
を
重
視
す
べ
き
、
と
い
う

意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、私

は
人
間
の
機
微
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
人
間
の
み
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
機
微
を

感
じ
取
る
こ
と
で
、
結
論
が
動
く

こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ

れ
こ
そ
が
、
法
曹
が
Ａ
Ｉ
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
最

た
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

部
分
を
捨
象
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
事
案
を
特
徴
ご
と
に
分

け
て
Ａ
Ｉ
に
任
せ
た
方
が
、
迅
速

か
つ
判
例
に
沿
っ
た
「
妥
当
」
な

解
決
が
で
き
て
よ
い
と
す
ら
思
い

ま
す
。
で
も
、
そ
う
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
人
間
の
機
微
は
感
じ
ら

れ
て
も
言
葉
で
表
現
す
る
の
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
人
間 vol.135

の
機
微
を
感
じ
取
っ
た
上
、
適
切

な
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
司
法
も
Ａ
Ｉ
に
奪

わ
れ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
な
い

よ
う
善
処
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

困
り
ご
と
が
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　

 

　

弁
護
士　

松
田　

明
子
】

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

の
販
売
に
つ
い
て

　

今
年
の
「
広
報
あ
っ
さ
ぶ
」
４

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は

さ
つ
ま
い
も
の
新
品
種
「
ゆ
き
こ

ま
ち
」
の
増
殖
を
目
指
し
て
栽
培

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
収
穫
し
た
種
芋
を
選
別
、

苗
仕
立
て
を
し
た
後
、
６
月
12
日

に
定
植
し
ま
し
た
。当
初
は
、芽
出

し
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、

苗
数
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

し
た
が
、そ
の
後
順
調
に
成
長
し
、

十
分
な
数
の
苗
を
定
植
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
収
穫
は
、
10
月

中
旬
を
予
定
し
て
お
り
、
収
量
が

増
加
し
た
場
合
、
希
望
生
産
者
へ

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
に

期
待
で
す
。

　

【
農
業
振
興
係　

𠮷
田　

友
耶
】

◎
担
当
職
員
が
代
わ
り
ま
し
た

　

６
月
１
日
付
人
事
異
動
に
よ
り

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

知
る
こ
と
ば
か
り
で
驚
き
も
多
い

で
す
が
、
少
し
ず
つ
で
も
厚
沢
部

町
の
農
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
氏
名
：
吉
田
友
耶
（
37
歳
）

〇
前
所
属

：
住
民
税
務
課
国
保
係
兼
住
民
係

○
出
生
地
：
函
館
市

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
!?

　

国
民
年
金
は
所
得
が
少
な
い
時

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
『
保
険
料
の
免
除
』
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

『
免
除
』
に
は
全
額
免
除
や
保

険
料
の
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分

の
１
が
免
除
と
な
る
一
部
免
除
、

若
年
者
（
50
歳
未
満
）
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
申

請
時
点
の
２
年
１
ヵ
月
前
の
月
分

ま
で
で
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
が
一
の

際
に
障
害
年
金
等
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
や
失
業
等
の
特
例
免
除
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除

は
配
偶
者
及
び
世
帯
主
、
若
年
者

納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も

所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
配
偶
者

や
世
帯
主
が
失
業
等
に
該
当
す
る

場
合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

年
金
請
求
書
の
手
続
き
漏
れ
?!

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

が
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
対
象
と
な
る
方
に
黄
色
の
封

筒
（
A4
サ
イ
ズ
）
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
今
す
ぐ
年
金
ダ
イ

ヤ
ル
（

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５
）
に
お
電
話
を
し
、
予

約
の
上
、
年
金
事
務
所
に
て
手
続

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

★
問
合
せ
先　

住
民
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

　

５
月
25
日

（木）
、
厚
沢
部
中
学
校

生
徒
会
執
行
部
は
町
支
え
あ
い
推

進
協
議
体
（
笹
谷
勝
博
会
長
）
と

共
に
総
合
体
育
館
前
の
花
壇
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
植
え
ま
し

た
。「
中
学
生
と
し
て
何
か
町
の

為
に
で
き
な
い
か
」
と
い
う
思
い

か
ら
始
ま
っ
た
活
動
。
花
を
植
え

る
穴
を
掘
っ
た
り
、
水
や
肥
料
を

ま
い
た
り
と
協
力
し
合
い
な
が
ら

ス
ム
ー
ズ
に
作
業
は
行
わ
れ
ま
し

た
。
世
代
は
違
っ
て
も
厚
沢
部
町

を
よ
く
し
て
い
き
た
い
気
持
ち
は

同
じ
。
近
く
を
通
る
際
は
花
壇
に

注
目
し
て
く
だ
さ
い
！

世

代

を

超

え
、

協

力

し

合

い

花

壇

を

整

備

※相生・共和の旧地名

▲芽出し中のさつまいも

町
内
に
あ
る

に
あ
る
地
名
のの
由
来

～
相
生
～

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
～

vol.135

さ
つ
ま
い
も
を
定
植
し
ま
し
た
　

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

保
険
料
の
免
除
と
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
講
座
講
座
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ごめんください
保健師です

笹 森 志 穂

392

館
城
跡
発
掘
発
掘
調
査
情
報
情
報

見
え
て
き
た
御
殿
の
跡

厚
沢
部
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

全
道
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
！

　

６

月

24

日
（土）
、

25

日
（日）
、

「
２
０
２
３
Ｆ
Ｂ
Ｃ
Ｕ-

12
・
ホ

ク
レ
ン
旗
・
ス
タ
ル
ヒ
ン
杯
檜
山

支
部
予
選
大
会
」
が
北
檜
山
ス
ポ

ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
れ
、
厚
沢
部

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
が
全
道
大
会
を
目

指
し
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

初
戦
は
「
上
ノ
国
石
崎
ヤ
ン
チ

ャ
ー
ズ
」
と
対
戦
し
、
６
対
３
で

勝
利
し
、
決
勝
は
「
今
金
イ
ー
グ

ル
ス
」
と
の
対
戦
。
初
回
に
４
点

を
先
制
し
、
幸
先
よ
く
試
合
を
ス

タ
ー
ト
。
相
手
の
猛
攻
も
あ
り
ま

　

11
年
ぶ
り
に
館
城
跡
の
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の

調
査
で
は
堀
や
柵
な
ど
の
、
館
城

の
外
郭
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
今
年
は

藩
主
の
居
室
や
政
務
を
執
る
中
心

的
な
建
物
（
御
殿
）
の
跡
を
調
べ

て
い
ま
す
。 

　

最
大
の
課
題
は
江
差
町
増
田
家

に
残
さ
れ
た
館
城
の
絵
図
（
館
築

城
圖
）
と
現
地
の
礎
石
配
置
が
一

致
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
絵
図
と
現

地
の
礎
石
配
置
は
一
致
し
て
い
な

い
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

元
年
と
３
年
に
札
幌
学
院
大
学
臼

杵
勲
教
授
が
実
施
し
た
レ
ー
ダ
ー

探
査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
な
か
っ
た
地
下
の
構
造
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
反
応
が

示
す
地
下
の
様
子
を
確
認
し
、
絵

図
に
描
か
れ
た
御
殿
の
姿
と
実
際

に
建
築
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
建
物
と

の
差
異
を
確
認
す
る
こ
と
が
調
査

の
目
的
で
す
。 

　

調
査
の
結
果
、
東
西
に
整
地
層

が
確
認
さ
れ
、
整
地
層
の
上
面
で

は
礫
混
じ
り
の
溝
状
遺
構
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
溝
状
遺
構
上
で
は

礎
石
や
礎
石
を
抜
き
取
っ
た
痕
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
る
た
め
、
溝
状

遺
構
は
建
物
の
基
礎
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

　

ま
た
、
東
西
の
整
地
層
間
か
ら

礎
石
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
２
つ
の
建
物
は
つ
な
が
っ

て
お
ら
ず
、
別
々
の
建
物
と
し
て

建
築
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　

今
後
は
、
発
掘
調
査
の
成
果
を

活
か
し
、仮
想
現
実
（
Ａ
Ｒ
）
に
よ

る
御
殿
の
復
元
を
目
指
し
ま
す
。

し
た
が
、粘
り
強
い
守
備
を
見
せ
、

５
回
で
５
対
５
の
同
点
と
手
に
汗

握
る
試
合
を
展
開
。
そ
の
後
、
チ

ャ
ン
ス
を
作
る
も
の
の
、
５
対
11

で
惜
し
く
も
破
れ
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
が
、
７
月
下
旬
に
開
催
さ

れ
る
「
ホ
ク
レ
ン
旗
争
奪
41
回
全

道
少
年
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」

の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。
全

道
大
会
進
出
は
４
年
ぶ
り
と
な
り

ま
す
。

　

佐
々
木
陸
主
将
（
６
年
生
）
は

「
チ
ー
ム
目
標
が
優
勝
し
て
エ
ス

コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
く
こ
と
で

し
た
が
負
け
て
悔
し
い
で
す
。
こ

の
悔
し
さ
を
ホ
ク
レ
ン
旗
に
ぶ
つ

け
て
き
ま
す
。
応
援
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
優
太
監
督
は
「
６
年
生

が
中
心
と
な
り
チ
ー
ム
を
引
っ
張

り
、一
致
団
結
し
て
戦
っ
た
結
果
、

全
道
大
会
進
出
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
全
道
大
会
で
も
、

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
ら
し
い
元
気
な
プ

レ
ー
で
一
勝
を
目
指
し
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

ＨＰＶワクチン接種について
　ＨＰＶワクチン（子宮頸がんワクチン）は、小学校６年～高校
１年相当の女子を対象に定期接種が行われていますが、令和４年
度から６年度の３年間に限り、ＨＰＶワクチンの積極的な勧奨の
差控えにより接種機会を逃した方を対象に、「キャッチアップ接種」
を実施しています。
　令和５年４月より、２価（サーバリックス）、４価（ガーダシル）
に加えて、９価（シルガード）のワクチンも公費で接種できるよ
うになりました。

 ●定期接種

１. 接種の対象となる方：小学６年生～高校１年生相当の女子　　２. 接種期間：対象年齢期間内

 ●キャッチアップ接種

１. 接種の対象となる方　

　次の２つの条件を満たす方が、対象となります。

　➡対象年齢に該当する方

　➡過去にＨＰＶワクチンの接種を合計３回受けていない

２. 接種可能な時期について：令和７（２０２５）年３月 31 日まで

令和５年度のキャッチアップ対象者（今年度）
平成9年度生まれ～平成18年度生まれまでの女子

（1997年4月2日～2007年4月1日生まれ）

令和６年度のキャッチアップ対象者（来年度）
平成9年度生まれ～平成19年度生まれまでの女子

（1997年4月2日～2008年4月1日生まれ）

〇接種するワクチンの種類とスケジュール

　公費で接種できるＨＰＶワクチンは、３種類（サーバリックス、ガーダシル、シルガード）あります。
決められた間隔をあけて、同じワクチンを合計３回接種します。
【一般的な接種スケジュール】

【標準的な接種方法をとることができない場合の間隔】

サーバリックス…１か月以上の間隔をあけて２回接種し、１回目の接種から５か月以上かつ２回目
　　　　　　　　の接種から２か月半以上の間隔をあけて３回目の接種を受けます。
ガーダシル…１か月以上の間隔をあけて２回接種し、２回目の接種から３ヶ月以上の間隔をあけて
　　　　　　３回目の接種を受けます。
シルガード…１か月以上の間隔をあけて２回接種し、２回目の接種から３ヶ月以上の間隔をあけて
　　　　　　３回目の接種を受けます。
※接種の希望がある方、接種について相談したい方は下記の問い合わせ先までご連絡ください。
※厚沢部町に住所はあるが、居住地が他市町村の方で、接種希望をする方も下記までお問い合わせ
　ください。

※シルガードで接種を開始する方
　は、１回目の接種を受ける時の
　年齢によって接種のスケジュー
　ルが異なり、合計２回または３
　回接種します。合計２回の接種
　で完了できる方は、１回目の接
　種を小学校６年生の年度から
　15 歳の前日までに受け、その
　後、５か月以上あけて２回目の
　接種を受けた方です。

☆お問い合わせ先☆ 　町保健福祉センター内　

健康増進係　☎６４-３３１９
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食生活
改　善
協議会

（２人分）

今月の簡単レシピ

小松菜としらすの
ミルクスパゲッティ

　小松菜、しらす、牛乳などカルシウムが

たっぷりの食品を使用した一品です。

　小松菜は青菜のなかでもカルシウムはじ

め鉄分が豊富な優れた野菜です！

食改からのコ
メント

【材料】 【数量】 【作り方】

小松菜 4株（150g）①小松菜は４ｃｍの長さに切る。
　にんにくはみじん切りにする。
　トマトは横半分にカットする。
②鍋に湯をわかし分量外の塩を加
　え、スパゲッティを表記の通り
　茹でます。
③フライパンにオリーブオイル、　
　にんにく、唐辛子を入れて火に
　かけ、小松菜を入れて炒めます。
　軽く火が通ったら牛乳・コンソ
　メを加えて弱火にし、麺、しら
　す、粉チーズ、塩こしょうで味
　を調えます。
④器に盛り付け、ミニトマトを飾
　る。

ミニトマト 6個

にんにく 1かけら

刻み唐辛子 1g

スパゲッティ 160g

オリーブオイル 大さじ1

牛乳 150ml

顆粒コンソメ 小さじ1/2

しらす干し 50g

粉チーズ 大さじ1

塩こしょう 少々

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

図書館
新　書
情　報

おすすめ新着図書
　７月、夏がやってきました。
　今月の１７日は「北海道みんなの日

（道みんの日）」です。
　おすすめしたい夏の絵本と、北海道
にちなんだ本をご紹介します。

「くすのきだんちはサン！サン！サン！」

〔武鹿悦子 / 末崎茂樹　著〕

　暑い日、くすのきだんちは涼
やかな木陰をつくります。りす
のコックさんはかきごおりやさ
んを開くと、どんどんお客さん
が涼みにやって来ました。
くすのきをくり抜いてできた団
地「くすのきだんち」に住む動
物の住人たちの楽しいお話絵本
シリーズ。

●お問い合せ先　厚沢部町図書館　☎６４-３４３６

「アイヌ文化で読み解く「ゴールデンカムイ」」

〔中川裕　著〕

　北海道を舞台にした冒険漫
画「ゴールデンカムイ」のアイ
ヌ語監修の著者による公式解説
本。漫画の場面を引用しながら
解説するアイヌ文化の入門書で
す。
原作者描き下ろし漫画も掲載さ
れています。

図書館では、北海道みんなの日に合わせて、７月７日
（金）～２０日（木）まで北海道にちなんだ資料の特別
展示をおこないます。１５日（土）・１６日（日）は、
町内外関わらず誰でも無料でご観覧できる郷土資料館
を開放していますので、この機会にぜひどうぞ足をお
運びください！

商工会青年部絆感謝運動

　６月９日（金）、厚沢部商工会青年部（加

向喜行部長）は、役場職員や土地改良区と協

力し合い、レクの森の枝拾い作業等をボラン

ティアで実施しました。

　今回の作業は全国の商工会青年部が地域に

おける『絆』に感謝する全国統一の運動とし

て展開。青年部と地域の結びつきをさらに強

化していくことをテーマに行われました。

　作業を行った加向部長は「様々な機関の方

も協力してもらい、絆を深めることできた。

大変ありがたい。綺麗になったレクの森を気

持ちよく利用してもらえたら嬉しいです」と

述べました。

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

　 ７月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
4日（火）・5日（水）

18 日（火）・19 日（水）
※水曜午後休診

受 付
時 間

午前…   8時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は9時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

当 番 医 病　院　名（電話番号）

7月2日（日） 道立江差病院（52-0036）

9日（日） 乙部町国保病院（62-2331）

16日（日）
厚沢部町国保病院（64-3036）

【あっさぶ調剤薬局（64-3041）】

17日（月） 道立江差病院（52-0036）

23日（日） 佐々木病院（52-1070）

30日（日） 上ノ国診療所（55-2017）

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

発 熱 外 来
（完全予約制）

午後　月～金曜日
（午前8時45分～午後1時、電話受付）

※重症化のリスクとなる基礎疾患のある
　方が対象となります。

整 形 外 科
午前　月・火・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　水・金曜日

循環器内科
午前　月～金曜日　
午後　月・火・木・金曜日

消化器内科
午前　4.11.25日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　5.12.13.26日

呼吸器内科 午前　金曜日　午後　木曜日

神 経 内 科 午前　7.28日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　7日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科 午前　月～金曜日　午後　月・火・木曜日

産 婦 人 科 午前　10.11.25日　午後　10.25日

耳鼻咽喉科
午前　4.5.13.18.19.27日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　12.26日

眼 科
午前　6.20日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　5.19.26日

皮 膚 科 午前　火曜日

　精神科診療体制の変更について精神科診療体制の変更について

　当院の精神科は、外来診療 ( 午前 ) 及び入院診療を
行ってきましたが、精神科診療機能の充実強化を図
るため、７月１日より、午後の外来診療を開始する
ほか、ショートケア（注）を実施します。
　また、これに併せ、医療人材の有効活用や育成の
観点から、院内全体での看護師の配置の見直しを行
い、精神科病棟の看護師の配置換えにより、一般病
棟や救急外来の機能を維持 ･ 強化することとしてい
ます。なお、この度の診療体制の変更に伴い、精神
科病棟における入院の受入を当面の間、休止するこ
ととしました。
　病棟休止後は、当院の外来患者様で入院が必要な
方については、道南圏の精神科病院に紹介し円滑に
入院できるよう連携を図ってまいります。
　道立江差病院では、町民の皆様の生命と健康を守
るため、引き続き良質な医療サービスの提供に努め
てまいりますので、ご理解をお願いいたします。

（注）ショートケアとは
様々なプログラムに参加し他者との交流を通じて心
と身体の健康を保ち社会生活に必要な力を身につけ
ます。自分らしく活き活きとした生活が見いだせる
ように支援します。

～地域のために自分達ができることを～

７
＆

行
事

８
知
お

ら
せ

＆

７
月
の
休
日
当
番
医
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－７月＆８月の行事＆お知らせ－

「
地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に
係
る

住
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て

　

地
震
防
災
対
策
で
は
、
減
災
目

標
の
達
成
を
目
指
し
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
て
、
対
策
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
度
、

内
閣
府
で
は
、
今
後
の
防
災
対
策

に
向
け
て
、
皆
さ
ま
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
避
難
意
識
等
に
関
す

る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
に
ご
回
答
い
た
だ
き

た
く
、
ぜ
ひ
ご
意
見
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
お
忙
し
い
中
、
大
変
恐

縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

☆
回
答
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
t
t
p
s
:
/
/
e
n
.
s
u
r
e
c
e
.
c
o
.
j
p
/

kaiko2023/

☆
実
施
期
間

　

７
月
～
８
月
頃
を
予
定

☆
回
答
の
際
、
次
の
点
に
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

●
回
答
は
1
人
１
回
限
り
と
な
り

　

ま
す
。

マイナポイント第２弾　マイナポイント申し込み期限延長！
マイナポイントの申請期限は 2023 年９月末です。

なお、2023 年２月末までに申請されたマイナンバーカードが対象です。

◎
ま
な
び
っ
く

☆
７
月
６
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
７
月
25
日

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

●
回
答
の
途
中
で
、
回
答
状
況
を

　

一
時
保
存
す
る
こ
と
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

●
選
択
式
の
設
問
は
該
当
す
る
選

　

択
肢
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
記
述
式
の
設
問
は

　

可
能
な
限
り
具
体
的
に
ご
回
答

　

く
だ
さ
い
。

●
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

　

個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
と

　

り
ま
と
め
た
後
、
今
後
の
防
災

　

対
策
の
検
討
に
活
用
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担

　

当
）
付
参
事
官
（
防
災
計
画
担

　

当
）
付　

大
竹
、
吉
田　

☎
０
３
‐
３
５
０
１
‐
６
９
９
６

自
動
車
税
種
別
割
を
納
め
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

令
和
５
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（水）
で
し

た
。
７
月
上
旬
時
点
で
納
税
の
確

認
で
き
な
い
方
へ
、
７
月
18
日

（火）

に
督
促
状
を
発
付
し
ま
す
。

　

督
促
状
を
受
け
取
っ
て
も
放
置

し
た
場
合
、
差
押
な
ど
の
滞
納
処

分
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は

至
急
納
税
し
て
下
さ
い
（
納
付
確

認
ま
で
10
日
ほ
ど
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
す
ぐ
に
納

税
で
き
な
い
場
合
は
早
急
に
問
合

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

☎
５
２
‐
６
４
７
３

「
イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
」
・
「
登
録

要
否
相
談
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
消
費
税
の

仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

江
差
税
務
署
で
は
、
①
消
費
税

の
基
本
的
な
仕
組
み
や
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
、
登
録
の
判
断
の

ポ
イ
ン
ト
、
登
録
手
続
き
等
に
つ

い
て
説
明
す
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
説

明
会
」
と
、
②
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

事
業
者
に
登
録
す
る
か
否
か
検
討

さ
れ
て
い
る
免
税
事
業
者
の
方
を

対
象
に
、
登
録
の
考
え
方
や
事
業

の
状
況
等
に
応
じ
て
必
要
な
情
報

当
を
個
別
に
案
内
す
る
「
登
録
要

否
相
談
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
及

び
登
録
要
否
相
談
会
の
ほ
か
、
個

別
の
相
談
も
行
っ
て
お
り
、
イ
ン

ボ
イ
ス
説
明
会
及
び
登
録
要
否
相

談
会
並
び
に
個
別
相
談
は
、
お
電

話
等
で
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
制
度
開
始
時
に
イ
ン
ボ

イ
ス
発
行
事
業
者
と
な
る
た
め
に

は
、
令
和
５
年
９
月
30
日

（土）
ま
で

に
登
録
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
登
録
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
お
早
め
に
申
請
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

●
開
催
日
時

　

令
和
５
年
７
月
24
日

（月）

　

①
10
時
～
11
時

　

②
14
時
～
15
時

●
開
催
場
所

　

江
差
町
姥
神
町
１
６
７
番
地
１

　

江
差
合
同
庁
舎

　

江
差
税
務
署
（
２
階
会
議
室
）

●
定
員　

各
10
名

●
申
込
期
限　

７
月
20
日

（木）

☆
登
録
要
否
相
談
会

●
開
催
日
時

　

令
和
５
年
７
月
28
日

（金）

　

９
時
～
16
時

●
開
催
場
所

　

江
差
町
姥
神
町
１
６
７
番
地
１

　

江
差
合
同
庁
舎

　

江
差
税
務
署
（
２
改
会
議
室
）

●
申
込
期
限　

７
月
26
日

（水）

☆
問
い
合
わ
せ
先

　

江
差
税
務
署
調
査
部
門

☎
５
２
‐
６
０
１
１

令和５年５月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,087 986 1,071 2,057（－4）

鶉地区 305 296 294 590（－5）

館地区 423 378 415 793（±0）

全 町 1,815 1,660 1,780 3,449（－9）

※外国人住民を含む

町の人口

（５月20日届出分まで）

今月の寄附件数 13件

今月の寄附金額 589千円
令和４年度

寄附件数累計 32件
令和４年度

寄附金額合計 1,667千円

前年度寄附金額 22,991千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（６月 23 日届出分まで）

戸籍の窓

連続 ８９ 日８

令和５年６月 26 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

館　町　松原ケイ子さん（74 歳）06/07

赤沼町　川村　久子さん（95 歳）06/14

善
意
感
謝
致
し
ま
す

－７月＆８月の行事＆お知らせ－

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　
新
町
・
石
田
厚
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

城
丘
・
干
場
洋
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
７月 24日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

不法投棄は
犯罪です！
見られてない・バレないから
という考えはやめましょう。

あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
の
開
催
に
つ
い
て

　

第
18
回
『
あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
』
が
７
月
22
日

（土）
、
役

場
前
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
す

（
雨
天
決
行
）。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

「
飛
鳥
と
も
美
・
高
田
と
も
え
」

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
夏
ま
つ
り
恒
例
の
あ
っ
さ
ぶ

メ
ー
ク
イ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
コ
ロ
ッ
ケ

揚
げ
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鮎
の
塩
焼
き
、
飲
食
物

も
数
多
く
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

令和６年度厚沢部町役場職員採用資格試験について

試験区分 一般事務職員（上級・初級）

受験資格
上級

 平成５年４月２日から
　　　　　平成14年４月１日までに生まれた方

初級
 平成14年４月２日から
　　　　　平成18年４月１日までに生まれた方

第１次試験方法 教養試験、論文・作文試験、総合適性検査

第１次試験日時 ９月17日（日）

試験会場

渡島
（上級）

七飯町「文化センター」
（七飯町本町6-1-2）

渡島
（初級）

七飯町「大中山コモン」
（七飯町大中山3-275-2）

檜山
（初級・上級共通）

乙部町「乙部町民会館」
（乙部町字館浦4-1）

受付期間
 令和５年７月３日（月）から
　　　　　　　　　　　　８月４日（金）まで

採用人数 上級初級問わず：３名

申込用紙の配布場所
及び

提出、お問合せ先

●厚沢部町役場総務財政課総務係
　☎０１３９－６４－３３１１
　〒043-1113　檜山郡厚沢部町新町207番地
※町ＨＰからも申込書はダウンロードできます。
●渡島町村会事務局
　☎０１３８－４７－９２２３
　〒041-8558　函館市美原４丁目６番16号
　　　　　　　渡島合同庁舎内
●檜山町村会事務局
　☎０１３９－５２－３５４４
　〒043-8558　江差町字陣屋町336-3
　　　　　　　檜山合同庁舎内

いつまでもおしあわせに！

中　山　博　之　さん　新　町
杉　森　　　歩　さん　新　町　💙 ▲ふるさと納税で厚沢部町を応援してくださ

い！詳しくは、厚沢部町ホームページでご確認
を。 
https://www.town.assabu.lg.jp/page/1552.html
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▼
10
頁
掲
載
の
「
第
33
回
館
城

跡
ま
つ
り
」。
４
年
ぶ
り
の
開

催
で
多
く
の
方
が
来
場
し
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
取
り
囲
み
、
多

く
の
笑
い
声
と
笑
顔
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。
広
報
を
担
当

し
て
か
ら
初
め
て
館
城
跡
ま

つ
り
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
取
材
し
て
い
る
と
徐
々

に
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
つ
つ
あ

る
な
と
実
感
し
ま
す
。
▼
16
頁

掲
載
の
厚
沢
部
ス
ラ
ッ
ガ
ー

ズ
の
檜
山
予
選
大
会
。
６
年
生

を
中
心
に
全
力
で
プ
レ
ー
す

る
選
手
の
姿
に
心
打
た
れ
ま

し
た
。
手
に
汗
握
る
展
開
に
や

っ
て
い
る
選
手
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
見
て
い
る
保
護
者
の

方
々
も
か
な
り
ド
キ
ド
キ
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

目
標
の
優
勝
と
は
な
ら
ず
悔

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
悔
し
さ
を
バ

ネ
に
し
、
全
道
大
会
で
元
気
い

っ
ぱ
い
な
プ
レ
ー
を
し
て
き

て
く
だ
さ
い
！
▼
先
月
号
で

少
年
団
紹
介
を
始
め
る
と
書

き
ま
し
た
が
が
紙
面
の
都
合

上
、
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
来
月
号
か
ら
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。
▼
７
月
22
日

（土）
、「
あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と
夏

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
と
大
き
さ
は
異
な
り
ま

す
が
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ボ
コ
ロ

ッ
ケ
も
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
え
び)

町内各小学校で運動会を開催！町内各小学校で運動会を開催！
時
と

間
と

刻 む
を

▲全校児童の花笠音頭

館小学校

▲各学年徒競走

鶉小学校

▲２年生 50ｍ走

厚沢部小学校

６月４日（日）、町内３小学校の運動会が開催されました。

各競技に一生懸命に取り組む児童たちの姿に

家族や地域住民からは大きな声援が送られました。

▲１・２年生で協力「Chu ！玉転がしで
　ごめん」

▲おらいもロープジャンプ

▲声を合わせて力強くひっぱる。

▲白熱した全校リレー

▲紅白対抗玉入れ対決

▲親子で息を合せて大玉を転がす。


